
















規学卒就職者の卒業後 3年以内の早期離職者は，中学校卒が 70.4% (1年呂は 48.0%)，高校卒
が 49.3% (1年目は 25.1%)，短大卒が 43.4% (1年間は 19.1%に大学卒が 35.7% (1年目
は 15.3%)と深刻な状況である(厚生労働省「新規学卒就職者の在職期間別離職率の推移J平
成 15年3月卒業者の 3年後を調査したもの)。卒後 3年以内の早期離職者の比率は，当時から 10
年前の平成 5年に比べ，高校卒で 9.0%，大学卒で 11.4%高くなっている。それだけ，高校生に
とって将来展望が見えにくい不透明な状況になっているといえる。
また，文部科学省の平成 18年度学校基本調査によると，平成 18年3月に高等学校を卒業した
生徒の大学等進学率は 49.3% (前年度 47.3%)，就職率は 18.0% (同 17.4%)，進学も就職もし
ていない者の比率は 5.7% (同 6.6%)である。大学等進学率が上昇していることは，望ましい
ことではあるが， I司[1寺に若者の勤労観・職業観の発達という面が遅れていくことを意味する。
大学を卒業した者については，平成 18年度学校基本調査によると，大学院等への進学率が 12.1
%(同 12.0%)，就職率が 63.7% (同 59.7%)で，進学も就職もしていない者の比率は 14.7% 
















































































(1)進路・職業に関する相談 I (2)生徒のキャ 1)ア発達支援 I (3)進路指導体制への助言
・進路の悩み相談 「全人的観 1 I .キャリア開発と動機付け I .指導体制の~題発見
-自己忠!解の深化 i 点からの II .進路目標の達成支譲 I .進路指導体制の改善
・進路目標の発見 L 指導 J I .キャリアシートの指導 I .校内研修講師







































































































































































































(1)山崎保寿「キャリア教育の教員研修における課題と展望J W月刊高校教青~ 2005年 12月， 44"-' 49真。
(2)大野木裕明は，高校生のキャリア・プラニングにおける具体性や現実性に欠ける傾向を指摘している。(大日lf
木裕明「キャリア・カウンセリングの実践と課題JW福井大学教育実践研究~ 1998年，第 23号， 63 '" 77頁)。










(8) 夢のデザイン割『高校教職員 IpJけキャリア・カウンセリング事例集~ 2006年3月発行， 23 "-' 25頁に掲載さ
れた「大学受験直前になっても進路が決められない。このままだと『ニート』になりそうで心配J(相談者
普通高校(進学校) 3年生女子)という事例である。
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